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特集　異なる宗教 ・宗派の織 りなす社会

ス ーフ ィー聖者廟信仰 と宗教 アイデ ンテ ィテ ィー

三 尾 稔

Ⅱ　問題の背景

南 アジアにおける宗教アイデンティティーの形成

　中世以前 ヒン ドゥー とはイ ンダス川以東 の地理 的

空間 に住む人々を指す用語 であ り,そ の人 々の宗教

が何 らかの単一の体系的な教義 でま とめ上 げ られた

り,彼 らの宗教を総称 す る用語 が存在 した りしてい

たわ けで はなか った。 この地域 の信 仰 には ジャー

ティの システムを下支 えするバ ラモ ン的な信仰体系

もあれば,ジ ャーテ ィを否定 する信仰体系 もあ り,

師 か ら弟子へ と継承 され る教義 も信仰実践 のあ り方

も多様 な法統 が並 存 していたのである。 これ らの法

統 はサ ンプ ラダーイ(sampraday),パ ン ト(panth),

マ ー ル グ(marg)な ど と呼 ばれ て いた3)。 一 方 ム

ス リムもス ンニ,シ ーアの二大宗派 だけにとどま ら

ず,さ まざまな教義 を奉ず る宗派 が次 々に南 ア ジァ

に伝わ って きてお り,こ れ らの宗派間 には厳 しい対

立 も存在 し,一 枚岩 的な共同体が実体 と して存在 し

ていたわ けで はなか った4)。

　 イス ラームは,南 ア ジアで展開 して きたさまざま

な信 仰体 系 に も影響 を与 え,カ ビール(Kabir),

ダー ドゥー　(Dadu),ナ ー ナク　(Nanak)な ど イ

ス ラー ムと南 ア ジアの伝統的 な諸信仰体系 とを融合

し,両 者 の違 いを超越す るよ うな宗教思想が生 まれ

て くる5)。 彼 らの法統 はすべてパ ン トと名 づけ られ

(た とえ ばKabir　 panth,　 Dadu　 panthの よ うに),

特 に南 ア ジア西北部 で大 きな影 響力 を持 っ よ うに

な ってゆ く6)。 ま たイスマイ リー派 のよ うに,教 団

の中核部 分 はイス ラームであ りなが ら,政 治的弾圧

を避 けるために表面 的にはそのアイデ ンティティー

をぼか し,イ ス ラーム とも南 ア ジア的信仰 と も言 い

がたい信仰実践 を編 み出 して,社 会 の下層 の人々の

間で信者 を拡大 す るよ うな教 団 もあ った7)。 一 方,
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Ⅰ　 はじめに

　この論文は,イ ンド西部にあるスーフィズムの伝

統に連なる聖者廟で展開するムスリムとヒンドゥー

の信仰のあり方を文化人類学的な現地調査1)に基づ

いて記述 し,歴 史的に構築 されて きた一枚岩的な

「ムスリム」「ヒンドゥー」という宗教的かつ社会的

なアイデンティティーとの関わ りを考察することを

ねらいとする。

　南アジアにおける 「ムス リム」 「ヒンドゥー」 と

いうアイデンティティーは,イ ギ リスの植民地時代

から現代の宗教的ナショナ リズムの第二の隆盛期2)

にいたるまでの間に,ネ イションとの関わりの中で

構築されてきたものである。このような言わば政治

的かっ公定的なアイデンティティーのあり方は,超

自然的な霊力をもっ聖者への信仰の場であるスー

フィー聖者廟に見 られる宗教実践とはさまざまな点

でずれがある。そのずれはどこにどのような形で生

じるのかを明 らかにすることが本論の第一のねらい

である。またスーフィー聖者廟に参集する信者集団

は,必 ず しも等質な集団ではない。とりわけ聖者に

近い弟子たちやその子孫の間には信仰や祭礼のあり

方や廟の管理運営をめ ぐってさまざまな亀裂が生 じ,

互いに緊張関係を保ちつっ廟の日常の信仰や祭礼が

維持されている。この亀裂がどこに生 じるのか,ま

たこの亀裂 と先 に述べた公定 的なアイデ ンティ

ティーとはどのように関係 しあうのかを考えること

が本論の第二のね らいとなる。



た信者数 が個別 に数 え られ量 と して実体化 されて捉

え られる社会 に変貌 したので ある。

　一方,イ ン ドの人 々の側 において も支配 当局 の社

会 の実 体 的 区 分 に対 応 す る よ う に して 「ヒ ン

ド ゥ ー」教 な る宗 教 を 構 築 し,さ ら に 「ヒ ン

ドゥー」 を何 らかの宗教 的 ・文化的な共通性 に基づ

く単一 の コ ミュニティーとみ なす動 きが19世 紀 か ら

各地 でさまざまな形で現 れて きていた。20世 紀 には

いる とこのようなコ ミュニティーを共通 の利害 を も

っ政治的 な単位 と し,「 ヒン ドゥー」 をネイ ション

として想像かつ創造 しようと した史上初 めての全 イ

ン ド的 な団体 ヒン ドゥー ・マハー ・サバー(Hindu

Maha　 Sabha)が 誕 生す る。ヒン ドゥー ・マハ ー ・

サバ ーは 「ヒン ドゥー」 らしい祭礼 や巡礼地,「 ヒ

ン ドゥー」 と して守 るべ き信 仰実 践 を定 めて推奨

し13),彼 らの基準 に合わな い信仰実践 を捨 てるよう

「ヒン ドゥー」 同胞 に働 きかけ る運動 を進 めた
。 ま

たこの団体 には有 力なイ ン ド独立運動家 も参加 し,

独 立運動 に大 きな影響 を与 えた。 これに対抗す るか

のようにムス リムにも南 アジアの ムス リムを単一の

ネイシ ョンとして構想 し,そ の政治 的独立 を図 ろう

とす る運動が生 ず る。

　 この ようにナ シ ョナ リズ ムと結 びついた宗教運動

が隆盛 を迎え ると,「 ヒン ドゥー」「ムス リム」双方

の想像 された コ ミュニテ ィーの中であいまいな信仰

実践 を守 る者たちに対 す る攻撃 も激 しさをます。 こ

の過程でイ スマイ リー派 の影響 を受 けた教団 の中に

は完全 に 「ヒン ドゥー」化 して しま うもの も現れた。

また メオ は特 にヒン ドゥー ・ナ ショナ リス ト団体か

ら強制的 に 「ヒン ドゥー」 に再改宗 を迫 られ,そ れ

に従わなか った者 は暴行 や強姦 などの弾圧 を受 けた。

またこの ような攻撃 を逃 れてパ キス タンに移動 した

りす る者 が多数生 じた とされ る。

　独立後のイ ン ドでは,ヒ ン ドゥー ・ナ ショナ リス

トによ るマハ トマ ・ガ ンデ ィー暗殺 を受 け,ヒ ン

ドゥー ・ナシ ョナ リズム団体 が政府 の弾圧 を受 けた

ことや,ネ ルーの世俗主義 的な国家建設が支持を集

めた ことか ら,宗 教 的ナ シ ョナ リズムは30年 ほどの

間,表 面 的 には鳴 りをひそめていた。 しか し,国 民

会議派主 導の政治 が破綻 の兆 しを見せ る80年 代 に入

ると,こ れに代 わ るよ うに して再 び ヒン ドゥー ・ナ

特定の宗教思想家や教団の影響を受けたわけではな

いが,た とえばメオ(Meo)の よ うに一定の社会

集団がイスラームと南アジア的宗教とを融合 したよ

うな信仰を実践するような例も現れる8)。

　要するに多様な 「境界的」9)信仰実践が中世以降

の南アジア,特 にその西北部で展開 していたのであ

り,カ ーンが指摘するとお り,イ スラームと南アジ

ア的な宗教伝統とは二項対立的な対照を示すという

より,ス ペク トルのように連続的な差異の中に位置

づけられるような関係を保っていたと見ることがで

きるだろう10)。

　 この連続的な差異の 「ヒンドゥー」 「ムス リム」

という二項対立的なブロックへの変貌には,18世 紀

以降のイギリスによる植民地支配の政策やそれに対

抗 して植民地か らの独立を目指すナショナ リズム運

動など,近 代の政治的なプロセスが大 きな影響を

もったという見解が,人 類学の立場から南アジア史

をとらえる研究者の間では支配的になりつつある11)。

　植民地支配当局には早い段階からインドの人々は

「ムス リム」(18世 紀の用語で はMohammetans)

と 「それ以外の人々」(18世 紀 にはGentooと 呼ば

れていた)と に大別できるという認識があり,そ れ

が私法の適用に際 してムス リムとジェントゥー(後

に支配 当局 にもヒンドゥーと呼ばれるようになる

人々とほぼ重なる)と では別個の法体系(す なわち

前者にはシャリーア,後 者にはシャース トラ)を 用

いるという18世紀後半の決定にっながってゆく。イ

ンドが境界の明確な実体的社会集団に分かたれてい

るという認識は,19世 紀後半から10年おきにインド

帝国12)の国家的事業 として行われた国勢調査にも継

承された。国勢調査においてはすべての臣民がまず

宗教別に分類されアイデンティファイされたのだが,

ここでは 「ヒンドゥー」はすでに一っのしかも南ア

ジア最大の信者人口をもつ宗教 として実体化されて

いた。国勢調査 デー タは,20世 紀 に入 ると ヒン

ドゥー多住地域とムス リム多住地域へのベンガル分

割の試 みや議会での宗教徒別議席配分など,ヒ ン

ドゥー,ム ス リム等の宗教徒を実体的に区分 して,

それに政治的な権利を付与 しようとする政策にも利

用される。イ ンドは国勢調査やそれと共通する社会

観に基づ く政策によって,宗 教別区分の明確な,ま
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ショナ リズムが大衆の支持を集め るようにな る。

　 イ ン ド人民党(BJP)な ど に代表 され る14)現代 の

ヒン ドゥー ・ナシ ョナ リス トは,外 にムス リムとい

う敵を,内 に母な るイ ン ドの大地 に生 まれ 「数千年

に及ぶ ヒンドゥー教 の伝統」 に育 まれて きた人 々を

想像 し,汚 れな き ヒンドゥーによ るイ ン ド国家建設

を呼びか けた。彼 らによればイス ラーム もムス リム

もイ ンドにとって は異物 であ り,イ ン ドの伝統 を汚

す もので しかなか った。 そ して異物 を排 除 して純粋

な ヒン ドゥーだけのネイ シ ョンをっ くる ことが,イ

ンドの発展 には不可欠 とされたのである。彼 らが大

衆的支持を集 めた大 きな要 因 としては,彼 らがいわ

ゆ るア ヨーデ ィヤ問題 を政治 的な中心課題 とし,メ

デ ィア と儀礼 的行為 を巧 みに融合 して大衆 の想像力

に訴 えた ことがあげ られ る15)。筆 者 は,そ れに加 え

て,ア イデ ンテ ィテ ィーの強化が宗教空間 の境界 の

問題 と巧 みに重 ね合 わせて問題化 された点 も大衆 の

支持 を拡大 する大 きな要因 だ った と考 える。 自他 の

アイデ ンテ ィテ ィーの厳格 な区分 とい う抽象 的な問

題 が,ア ヨーデ ィヤ とい う宗教 的には多義 的な場所

の占有 とその純粋 な ヒン ドゥー化 とい う具体 的 ・物

理的な問題 に転化 される ことで,大 衆へ の訴求力 が

よ り強 くな ったと考 え られるのである16)。

　 80年 代 か らの宗教 ナ ショナ リズムの言説 は,ま ず

ヒン ドゥー ・ナ ショナ リズムの形 をとってイ ン ド社

会 を席巻 するに至 った。 しか しそれに対応す る形 で

ムス リムの側 に も,南 ア ジアのムス リムの文化 的斉

一性 と連続性 を強調 し
,ム ス リムと しての純粋 なア

イデ ンテ ィテ ィーを強化 しよ うとす る動 き も顕著 と

な って きて お り17),宗 教 ナ シ ョナ リズ ム は ヒ ン

ドゥーのみの言説 ではな くなって いる。

　 80年 代以降宗教 ナ ショナ リズムが第二 の隆盛期 を

迎 える と,こ の時期 まで存続 して きた境界的 な信仰

実践 もまた宗教 的アイデ ンテ ィテ ィーの純化 を求 め

る勢力 か ら改 めて問題 化 され,そ の アイデ ンテ ィ

テ ィーが問 われる状況が生 じて くる。本論で取 り上

げるスーフ ィー聖者廟 は,そ の成立 ・発展 の初期か

らヒン ドゥーが主導的 な役割 を果 た しつつ,ム ス リ

ム とヒン ドゥーの境界的 な信仰実践が展開 してきた

とい う特 徴 を持 つ。 しか し,80年 代 後 半,宗 教 ナ

ショナ リズムが イ ン ド社会全体 を再 び覆 う社会状況

の中で,そ のアイデンティティーが問題化 し,ム ス

リムが宗教空間の純粋なイスラーム化を急速に進め

っっある。 これに対 して境界的な信仰実践は周縁化

されっっも,宗 教的アイデンティティーの純化に抵

抗 してその伝統を守っている。

　スーフィズムとはイスラームの中の神秘主義的な

信仰に関わる神学,哲 学,信 仰実践の総称である。

スーフィズムの起源は西暦で言えば8世 紀頃の現在

のイラクに求められる。その後さまざまな法統が生

じ,イ スラーム世界の拡大とともに東南アジアから

アフリカにまで広がっだ。南アジアにもスーフィズ

ムはイスラーム勢力の浸透 とともに伝わ り18),チ

シュティー派のようにこの地域で独自の発展を遂げ

た法統 もある。

　スーフィズムにおいて神秘主義的な体験によって

神 との合一 を成就 した者が聖者(pir　 ピール)で

ある。南アジアにおいてこの聖者をめぐる信仰 には

大別 して二っの様相が認められる。

　その一っはこの世に現存する聖者 に対する信仰で

ある。聖者の人格的魅力や教えに魅かれた者たちは

聖者の弟子(murid　 ム リッド)と なり,聖 者の身

辺雑事から教団の運営までさまざまな奉仕をする。

それに対 して聖者は弟子 たちの生活全般を超 自然的

な霊力で見守り,慈 愛をもって保護する。 この師弟

関係は 「愛」の関係と捉えられ,師 と特に近い弟子

との間の 「愛」は教条的な教義からは全 く拘束 され

ない独自の性質を持っとされる19)。このような弟子

の多 くはムスリムであるが,本 論で取り上 げる事例

のように社会的アイデ ンティティーとしては ヒン

ドゥーである者が弟子となることも稀ではない。聖

者の正式な弟子とはならな くても,神 と合一できる

聖者の超自然的な力によって病や苦 しみからの救済

を求める多数の庶民が聖者のもとを訪れる。聖者 は

悩みを聞き,聖 句を唱えながら訪れた者の身体 に触

れたり息を吹 きかけたりしてその問題の解決をは

かったり,ま た訪れた者 に護符を与えたりする。有

力な聖者の下にはヒンドゥー,ム ス リムを問わず多

数の相談者が訪れるのである。

　聖者信仰のもう一っの様相 は聖者の墓廟 に対する

信仰である。不滅の神と合一 した聖者 は不死身 とな

る。時が至れば聖者は昇天するが,こ れは通常の意

スーフィー聖者廟信仰と宗教アイデンティティー(三尾)　 3



味での 「死」ではなく聖者が神と永遠の合一を果た

したものと見なされる。昇天 した後の身体 は埋葬 さ

れ 「墓」が造 られるが,こ の 「墓」はむ しろ聖者の

新 しい身体なのである。 「墓」 からは神 とともにあ

る聖者の霊力(barakaバ ラカ)が 発出 している。

この霊力にあやかり,病 からの癒 しや妊娠,事 業の

成功などさまざまな望みをかなえるために,ム ス リ

ムのみならずヒンドゥーを含めて他の宗教の信者 も

多数参拝に訪れる。墓廟の中には,昇 天 した聖者の

名すら定かではないものもあるが,霊 力が有名にな

り多数の参拝者が訪れるようになると,ウ ル ドゥー

語で 「宮廷」を意味するダルガー(Dargah)と 呼

ばれるようになり,墓 廟のほかにマスジッドや参拝

者の宿泊施設,あ るいは聖者の後継者がいる場合は

後継者の居住施設や道場なども備えた巨大な宗教施

設になるものもある。ダルガーに埋葬されている聖

者の昇天 した日は,聖 者が神と永遠の合一を果た し

た日なので慶賀すべき日とされ,ウ ル ドゥー語で結

婚を意味するウルス('urs)と 呼ばれる年に一度の

聖者廟最大の祭礼となる。祭礼の際には市もたち,

遠方からも多数の参拝者が訪れ墓廟の発するバラカ

にあやかろうとする。

　 このように南アジアにおけるスーフィー聖者信仰

は宗教的実践の中でムスリムとヒンドゥーの関係が

現実に生 じている場であり,宗 教ナショナ リズムに

基づいて宗教空間のアイデ ンティティーの純化が求

められる状況が今世紀を通 じて何度 も起 こる中でも

両者の並存が維持されてきており,南 アジアの異な

る宗教の関係を考える上で重要な手がかりとなるも

のである。 しか し,ス ーフィー聖者廟におけるムス

リムとヒンドゥーとの関係や,ヒ ンドゥーにとって

のスーフィー聖者廟信仰の意味に関する先行研究は

研究の数 自体が非常に限定 されたものになってい

る20)。またそれ らの先行研究 は,廟 信仰への ヒン

ドゥーの参加が限定的なものにとどまり,か っ ヒン

ドゥー的な浄 ・不浄の世界観の中でスーフィー聖者

が劣位に位置づけられるというヒンドゥー中心的な

捉え方21)か,逆 に聖者廟そのものがヒンドゥーの神

の地を制圧 したという世界観の上に成 り立っという

イスラーム中心的な観点からの把握22)のどちらかに

なることが多かった。っまり,中 心の軸足をどちら
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におくかの違いはあって も,中 心となる宗教伝統が

他方を劣位者として包摂するというかたちでの静態

的構造 として両者の関係を見る捉え方が主流となっ

てきたのである。

　以下で取 り上げる聖者廟においては,ヒ ンドゥー

の参加は限定的ではな く,廟 信仰の中心的役割をも

果た している。また ヒン ドゥー的信仰実践 とイス

ラーム的信仰実践が画然 と分かれ,ど ちらかがもう

一方を包摂するという関係 にあるのではない
。むし

ろ廟信仰の当事者は境界的な信仰のあり方を常態と

して維持 しようとしているかのようなのである。 し

か し,80年 代後半以降の事態の推移は境界的信仰の

担い手の死去という出来事 も手伝 って,こ の廟にお

いても宗教ナショナ リズム的言説が全 く無関係とは

言えない状況を生み出してきている。次章ではまず

この廟の成 り立ちを簡単に振 り返 った上で,廟 に関

わる信者たちが時代の底流をなす言説とどのような

関係を持 とうとしているのかを記述 してゆきたい。

皿　 スーフィー聖者廟 にお ける信仰 と

　　 アイデ ンテ ィテ ィー

　 1　 ババ ・ディワナ ・シャー廟の成立と発展

　 ババ ・デ ィワナ ・シャー(Baba　 Diwana　 Shah。

以 後 ババ と略称す る)廟 はラー ジャスター ン州南東

部 メー ワール地 方 の中心都 市 ウダイプル か ら東 に

100キ ロメ ー トルほどの ところの小 さな町 カパ ーサ

ンの郊外 にある。廟 はお よそ22ヘ クタールの広 さで

同州最大 の規模を誇 る。廟内 にはババの墓 を安置す

る建物 を中心 と して,マ ス ジッ ドや ムス リムの子弟

にイスラーム教育を施 す学 校(マ ドラサ),参 拝者

のための宿泊施設,庭 園な どがあ る。

　 この廟 は人 にとり'r.いた 悪霊 を はらう力 があるこ

とで有名で,霊 験 によ る癒 しを求 めてメー ワール地

方 のみ な らず州外 か らもヒン ドゥー,ム ス リムを問

わず多数の参拝者 が 日常 的に訪 れてい る。霊障 の悩

み以外 にも子授 け,さ まざ まな病 か らの癒 し,事 業

や試験 での成功 な ど墓室 を訪 れ る人 々の悩 みや願い

はさまざまであ る。墓室 は さまざまな悩 みや苦 しみ

か らの解放 や多様 な希望 の成就 を,超 常的 な霊力に

すが ってかなえよ うとす る庶民 の生活 に根 ざ した信

仰 が表現 され る場 なので あ る。悪霊 に愚かれ た人々



やその家族 は霊 障がは らわれ るまで宿 泊施設 に とど

まる。宿 泊施 設 に は ヒン ドゥー,ム ス リムが隣 り

合 って滞在 し,受 苦 の経験 を共通基盤 とした一種 の

コ ミュニ タスを形成 している23)。

　 一方,こ の地域 のムス リムに とって この廟 は癒 し

の場 としてだけではな く,イ ス ラームの信仰実践 の

中心 としての意 味 もある。 マス ジッ ドでは毎 日5回

の礼拝 や金 曜礼拝 が守 られ,マ ドラサではイス ラー

ム教育 が無料 で子弟 に施 されるなど,廟 はムス リム

の コ ミュニテ ィーの中心 として機能 を果 たす よ うに

な っている。

　現在,廟 は全員 ムス リムか らなる管理運営委員会

の もとにあ り,廟 の構成 や信仰 は急速 にイス ラーム

化 しつつある。 しか し,こ の廟 はババ の1944年 の昇

天後,主 に ヒン ドゥーの弟子 たちによ って建立 が進

め られ,廟 内の主要 な建造物 はマス ジッ ドも含 めて

基本 的には ヒン ドゥーの寄付金 と労力 によって造 ら

れた。廟 の 日常的 な管理運営 や祭礼 の実施 も80年 代

末 までは ヒン ドゥーが 中心 であ った。 また現在 も廟

のウルスにおいては ヒン ドゥーの弟子 の子孫 たちが

中心 的な役割 をムス リムと争 っている。廟 は現在,

境 界 的な信仰 のあ り方 とイス ラーム的な信仰 のあ り

方 とがせ めぎ合 う場 となって いるので ある。

　 そ もそ もババ の生前か ら,彼 の弟子 には社会的 な

地 位 の高 い ヒ ン ドゥーが多 数含 まれて いた。ババ

は24)1875年 頃,今 日のグ ジャラー ト州 の小 さな町の

カサーイー25)の家庭 に生 まれ た。結婚 し二人 の男児

を もうけたが,そ の後家庭 を捨 てて神秘主義 的な真

理 を求 め放浪す る生活 に入 る。各地で修行 をっん だ

後,20世 紀 の初 め頃 にメーワール地方 のデヴガルに

住 む チ シ ュテ ィー派 の聖 者 メヘ ブー ブ ・ア リ ・

シャー　(Mehbub　 Ali　 Shah)を 師(pir)と し,

名 をヴ ィラーヤ ド・ア リ ・シャー　 (Vilayad　 Ali

Shah)と 改 め た26)。 さ らに同地方 のナ トゥ ドワ ラ

で リフ ァイ ー(Rifa'i)派 に 属 す る聖 者 ハ ズ ラ ッ

ト・ウルフ ァッ ト・ア リ 。シャー 　(Hazrat　 Ulfat

Ali　 Shah)に 師事27)し て神秘主義 的な体験 を成就

し,自 らも弟子 を取 ることので きる聖者 とな った28)。

　 神秘体験 を成就 したババ は二人 の師 の指示 によ り

1920年 代 にはカパ ーサ ンで弟子 を集 めるよ うになる。

初期か らの ヒン ドゥーの弟子 と して は,バ リ ・ラー

ム ・クマ ワッ ト　 (Hari　 Ram　 Kumawat)や マ ン

ギー ・ラール ・ヴャース(Mangi　 Lal　Vyas)な ど

が い た。 クマ ワ ッ トは石 工 を伝 統 的 職 業 とす る

ジャーテ ィだが,ヴ ァルナと して はクシャ トリアを

称 してお り,ヒ ン ドゥー社会 における地位 は低 くな

い。 バ リ・ラームは小学校 の教師 を長 くっ とめ,教

え子 に もババの有力 な弟子が 出て くる。後 に郡長 ま

で 務 め た デ ヴ ィ ・ラ ー ル ・オ ジ ャ(Devi　 Lal

Ojha)は そ の代 表 で あ る。 オ ジ ャ も,ま た マ ン

ギー ・ラールが帰属す る ビャースも,バ ラモ ンであ

る。 マ ンギー ・ラールは藩王国で収税吏な どを歴任

した中堅官僚 であった。 ムス リムの弟子 にはイサ ー

ク ・チーパ(Isak　 Chipa)や マ フムー ド・チーパ

(Mahumud　 Chipa)な ど がいた。 チーパ は染織 に

伝統 的に従事 する血縁集団で ムス リムの中で はさほ

ど地位 が高 くないが,イ サークの一族 はカパ ーサ ン

か ら数十 キロメー トル北 にある ビル ワラという街 を

根拠地 とする服地商 と して比較的裕福で あった とい

う。

　 また当時 のメーワール藩王国や シロ ヒ藩王国の藩

王 もバ バ に信仰 を寄 せて いた。 ヒ ン ドゥーで あ る

メー ワール藩王 は下半身不随 となる病を患 って いた

が,そ の癒 しを求 めて家臣をババの寓居 に遣 わ した

り,バ バ を自 らの宮殿 に招 いた り していた とい う。

シロ ヒ藩王 はイスラームに秘密改宗 し,独 立 直前 の

イ ン ド上流社会 のスキャ ンダル とな った ことで知 ら

れている29)が,彼 も自らの病の癒 しを求めた り,バ

バ の法話 を聞 くため,バ バの もとを訪れた りババを

宮殿 に招 いたり して いる。一般 に植民地期 の藩王 は

領 内のさまざまな宗教の祭礼 に自らが出席 し,ま た

さまざまな宗教 の施設 に寄付を行 うな ど,多 宗教 の

共存 を維持 しようと してお り,そ の結 果,帝 国直轄

地 に比べ て宗教暴動が少 なか った ことが最近 の研究

で指摘 されている30)。両 藩王のババへの関心 は,こ

のよ うな藩王一般の宗教 政策 も背景 にはあ るだろ う

が,単 なる政策 ということ以上 に私 的な問題 の解決

を求 めた り,バ バ 自体 に深 く帰 依 しようとした りす

る姿勢が見 える。 また藩王の帰依 は,独 立前 の宗教

的ナ ショナ リズムが高揚す る一 般的な社会情勢 の中

にあ って ヒン ドゥー,ム ス リム双方の弟子や信者 が

安定的 な教団 を発展 させ る上 で大 きな力 とな った と

スーフィー聖者廟信仰と宗教アイデンティティー く三尾)　 5



考 え られる。

　 ババの もとには病気や悩み事か らの救済を求めて

訪 れる者 も多 か った。 しか し,近 い弟子た ちにとっ

てババ は,特 定 の悩み事 を解決す る存在 とい うよ り

は,生 活全般 において精神的 なよりどころとな る存

在 であ り,バ バ のもとにお いて も 「愛」 を基盤 とす

る師弟関係が教団 の中核 となって いた。 ババ はヒン

ドゥーの弟子 たちに改宗を強い ることもなか った。

ムス リムの弟子 たちはイスラーム的な慣行 に従 った

師弟関係 を取 り結ぶ儀式を行 ったが,そ れで弟子 た

ちの扱 いが大 き く変わ ったわ けで はない。 ババ と弟

子 たちの集団 において は 「愛」 こそが最 も重要で あ

り,公 的 なアイデ ンティティーの違 い はほとんど問

題 となって いなか ったのであ る。

　 ババ は ヒジュラ暦1363年 サ ファル(Safar)月8

日 目(西 暦1944年2月3日)に 昇天 を成就 したが,

特 に自分の正式な後継者 を定 めていなか った。ババ

の昇天後,弟 子集 団の主導権 は ヒン ドゥーの高弟 た

ち,特 にバ リ ・ラームに握 られ るよ うになる。ババ

の廟の建 設用地 はババの生前 に購入 してあった。 グ

ジャラー トに住 むババの孫娘 は,バ バ の昇天後,唯

一の血縁者 と して廟 の用地 を見 に来 たが ,ま だ荒地

だ ったため相続 をあ きらめて故郷 に戻 って しまった。

またムス リムの弟子 たちは印パ分離独立 の混乱 もあ

り,十 分 な指導 力 を発揮 で きなか った。一 方 ヒ ン

ドゥーの高弟,特 にマ ンギー ・ラールとバ リ ・ラー

ムはババが最 も愛 し,ま たババ に最 もよ く仕えたの

は自分 たちなので,用 地 の管理運営権 も自分 たちに

あ ると主張 し,実 際にババ の墓廟 の建設 において指

導的立場 に立 った。

　廟 の建 設 は1940年 代 末 には開始 された。 バ リ ・

ラームは用地 に住 み込 み建設 の中心的役割を果た し

た。彼 は廟 の建設 こそがババへの信仰の表れだ とよ

く口に していた とい う。ババ の在世中 は 「愛」の深

さはババを通 じて確認で き,そ れゆえ に社会通念的

な アイデ ンテ ィテ ィーを越えて 自 らが一番弟子であ

ることは誰 の 目に も明 らかで あった。 しか しババの

昇天後 は,内 面 的な 「愛」 の深 さを承認す る師が不

在 とな り,内 面 の 「愛」 を外形的な行為で示す必要

が生 じる ことにな る。バ リ ・ラームや マ ンギー ・

ラールにすれば,バ バ の法統の伝統 に従 った完壁 な
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廟 を建設 す ることが,そ のババへ の愛を最 も端的に

表 現 す る行為 だ った ので あ ろ う。廟 の ウル ス もバ

リ・ラームの主導 の下 に40年 代末 には始め られてい

る。 イサーク らもウル スには参集 してバ リ ・ラーム

に積極 的に協力 して いた とい う。

　 墓室,マ スジ ッド,宿 泊施設,巨 大な門な ど主 な

廟 の施設がすべて完成す る70年 代初め にな ると,バ

バ の墓 の霊力 による救済や願掛 けのために廟 を訪れ

る一般 の参拝者が増加す るようにな る。一方 この頃

か ら,バ バの高弟であ った ヒンドゥーの弟子 たちが

バ リ ・ラームをも師 と仰 ぐようにな る。 バ リ・ラー

ムは神秘的体験を成 就 したわ けで も,ヒ ン ドゥー的

な意味での何 らかの聖者 や司祭,霊 媒 で もなか った。

しか し,聖 者廟の建 設や運 営に驚異 的な熱意 を もっ

て献身 したことや,彼 自身のパー ソナ リテ ィによっ

て,ヒ ンドゥーであ りなが らスー フィー聖者廟 にお

けるある種の聖性 を帯 びた宗教者 として人 び とか ら

崇敬を受 けるよ うにな ったのであ る。 デ ヴィ ・ラー

ル ・オ ジャとその一族,ま たデ ヴィ ・ラールの出身

地 であ るマ ンダル の住 民 な どが特 に熱心 なバ リ ・

ラームの弟子 であ った。

　 パ リ ・ラームはババの墓廟 を守 り,儀 式 や祭礼を

執行す る一方,廟 内の自 らの住居 の近 くに ピーパル

やバニヤ ンとい うヒン ドゥーに とっては神聖 な樹木

を植えていた。彼 は癒 しや願掛 けに訪 れた参拝者た

ちが 自分の もとを訪 れる と,こ の樹木 の葉 を護符の

よ うに して与 えるなど,人 々の悩 みに こたえる聖者

と して の活 動 も行 うよ うにな った。つ ま りバ リ ・

ラームを聖者,師 と仰 ぐ人 々にと ってカパ ーサ ンの

廟 はイス ラーム ともヒン ドゥー ともっ かない,ま さ

に境界 的な信仰 の実践 の場 とな っていったので ある。

　 マ ンギー ・ラールは,バ リ・ラームのこのような

権威 の高 ま りと振舞 いに反発 し,次 第 にバ リ ・ラー

ムか らは距離 を置 くよ うになる。 マ ンギー ・ラール

の一族 や彼 に近 い者 たちは,カ パ ーサ ンの街 の中に

あ るババの旧居 の管理権 を も保持 してお り,次 第に

廟 に通 うのではな く,こ の旧居で朝夕灯明 をともし

ババを想起 する宗教 的な集会 を開 くよ うになる。一

方,こ の間一般 のムス リムやム リッ ドたちはバ リ゜

ラームの権威 には挑戦 しない ものの,バ リ ・ラーム

を師 とする集団 とは距離 を置 き,マ ス ジッ ドでの礼



拝や墓室での儀式,年 祭などに参加するというスー

フィー聖者廟での伝統的な信仰実践を維持 していた。

　こうしてババの廟は1970年 代から80年代を通 じて

イスラーム的な信仰実践と境界的な信仰実践 とが共

存する宗教空間へと発展 したのである。

　 2　 宗教ナショナリズム的言説と聖者廟空間

　 80年 代後半,折 しも北 イン ドを中心 に宗教 ナ シ ョ

ナ リズムが第二の隆盛期に差 し掛 か ったその時期 に,

バ バ の廟 にお け る境 界的信 仰 の担 い手 で あ ったバ

リ ・ラームとマ ンギー ・ラールが相次 いで死去 す る。

その結果,廟 の管理運 営や信仰 をめ ぐる争 いは一層

複雑化 してゆ くこととな った。

　 まず イサ ーク ・チーパ の孫 の ニサール(Nisar)

らが 廟 はムス リムの聖者 を祭 るものであ る上,マ ス

ジッドをそなえ るな どの外面 的な特徴 か ら言 って も

イス ラー ムの伝統 に連 な るものであ る以上,廟 の管

理運営権や年 祭の執行権 はム リッ ドであ る自分 たち

にあ ると主張 し始 めた。 バ リ・ラーム らがババへの

「愛」 と して の信仰 の証 と して誰 か ら見 て もイス

ラーム的な廟堂 を築 いた ことが,こ こでは皮 肉に も

廟 にお ける境界的信 仰を排 除す るための論拠 として

用い られたのであ る。 バ リ・ラームには息子 がな く,

バ リ ・ラー ムの一番 弟子 であ るデ ヴィ ・ラールや,

マ ンギ ー ・ラールの子孫 が この主 張に反対 した。 し

か し,ム リッ ドたちは州 の高官 の仲裁 を得 ることに

成功 し,ニ サールを中心 とした トラス トを作 って廟

の管理運営が行われ ることにな った。

　 この時期 は イ ン ド人 民党 な どに よる ア ヨーデ ィ

ヤ ・キ ャ ンペー ンの影響 もあ って,宗 教空 間のアイ

デ ンティティーを明確化 し,ヒ ン ドゥー ・ムス リム

の二っの ブロックに宗教空 間を分割 すべ きであ ると

いう論理が広 く受容 されだす時期 であ った。実 際,

ム リッ ドの子孫や これを支持 した ムス リム は州高官

に訴 え た際 この まま廟 を放 置 す ると廟が ア ヨー

ディヤ と似た状況に追い込 まれ,ヒ ン ドゥー ・ムス

リムの暴 力的衝 突 が起 こ りか ねな い と主張 して い

る31)。 あ いまいな信仰のかたちを宗教 空間の中に残

す よ りは,空 間の アイデ ンテ ィテ ィーの明確化を は

か り,異 な る信仰のかたちを別々の空間 に囲い込む

ことが 目指 されたのであ る。 この宗教 ナ シ ョナ リズ

ム的言 説 か ら引 き出され る,宗 教 空 間 とア イデ ン

テ ィテ ィー とを一致 させ よ うという論理 に照 らせば,

バ バの廟 は明 らかにイス ラーム的 な宗教空間 という

ことにな り,そ こにおいて非 イスラーム的 な境界的

信仰実践 は許容 されえない。州 の仲裁 も結局 この論

理 に従 うものであ った。

　 その後,ニ サール を中心 と した トラス トはイ ス

ラームの公共財 を管理す る公的機関で あるワクフ ・

ボー ド32)の指 導下 に入 り,ボ ー ドが指名す る委員で

構 成 され る委 員会 が廟 の管理運 営 にあ た る形式 に

な った。 ワク フ委員会 は ピーパ ルやバ ニヤ ンの樹 を

伐採 し,バ リ・ラームの住居 をマ ドラサ に変え,イ

ス ラーム風 の庭 園を造 るなど,宗 教空間 のイスラー

ム化 を積極 的に推進 して いる。

　 しか し,廟 に関わるムス リムは必ず しも一枚岩で

はない。 ニサール らババ の最 も古 いム リッ ドで ある

チーパ の一族 を中心 と した廟 の管理運営 は地元の カ

パ ーサ ンのムス リムの一部 も支持 し,ワ クフ委員会

のメ ンバーに も加 わ っている。 しか し,別 のムス リ

ムのグループは,ニ サール らが廟 に寄進 された財を

私 的に流用 している疑 いが あると非難 し,90年 代 半

ばに州政権 が国民会議派 か らイ ン ド人民党 に交代 し,

人 民党寄 りのワクフ ・ボー ドが成立す ると,ニ サ ー

ル らに代 わ って ワクフ委員会 を組織す ることに成功

した。 この グループには シェイクやパ タ ンなど中央

ア ジアやア ラブ世界 に血統 の起源 をたどれ ることを

誇 る,南 ア ジアのムス リムの中で は地位の高 い血縁

集 団に所属 す るムス リムのメ ンバ ーが多 い。廟の管

理運営権 を握 る ことは地域 のムス リム社会 にお ける

権威 の上昇 にっながるため,巨 大 な廟 になるとどこ

で も管理運営権争 いが激化す る傾 向が あるが33),こ

の廟 では この争 いにムス リム内部 の地位の差異や政

治 的 な党派 争 いが絡 む よ うにな って きて い る。 ニ

サール らは国民会議派 に近づ き,90年 代 末 に州政権

が再 び交代 すると再度 ワクフ委員 に任命 され,管 理

運営権 を取 り戻 している34)。

　 さらにムス リム問の対立 を複雑 に しているのが,

バ バの孫娘 の一族 の存在で ある。彼女 はババ の昇天

後ま もな く,い ったんグ ジャラー トに戻 って しまっ

ていたが,バ リ・ラーム らの逝去後 に再 び自 らの一

人息子 の家族 とともに廟 に戻 ってきたので ある。 こ
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の一人息子は別の聖者のもとで修行をつんで彼自身

神秘主義的な体験を成就 したと称 し,そ れゆえにこ

の廟の正統な後継者であることを主張 している。ニ

サールらはこの主張は根拠がないと否定 しているが,

反ニサール派のワクフ委員会の時期にこの一族は廟

内に強引に住みつき,弟 子を取って自らの支持者を

増やしている35)。

　 ニサールらは,地 位の高いムス リムの批判やババ

の血縁を強調 して廟の管理運営権を奪取 しようとす

る勢力を抑えて自らのグループの正統性を主張 しな

ければならない。その際彼 らが強調するのは,彼 ら

こそババの最も古い正式な弟子たちであったという

点である。ババの孫娘の一族 はババとは血縁でっな

がるかも知れないが,教 団の初期の段階には関わり

がなく,し かもババの昇天後は一度相続を放棄する

かのような行動に出ているため,血 縁原理はニサー

ル らを排除するほどの強さを持たなくなっている。

しか し,バ バの生前に遡 りそのとき以来のババとの

関係を強調すればするほど,ニ サールたちはババの

初期の教団のあり方やヒンドゥーの高弟たちの貢献

を認めないわけにはゆかなくなる。廟を完全にイス

ラーム化 してヒンドゥーを排除することは,彼 らの

正統性の根拠であるババの教えや行為を否定するこ

とにっながりかねない。またイスラームの伝統だけ

を強調すると,廟 の管理運営権の継承における血縁

原理 との矛盾 も生 じてしまう。 この点にニサール ら

の立場のあいまいさが生 じることになる。実際,彼

らは廟の最重要な祭礼 ウルスにおいて ヒンドゥーの

高弟たちの子孫を秘儀 に立 ち会わせ るなど,ヒ ン

ドゥーにも妥協的な方針をとっている。この点はま

た地位の高いムスリムやババの孫娘の息子か ら強い

非難を浴びる点にもなっている。

　一方,デ ヴィ・ラールの子孫と弟子たちは廟の管

理運営権を失 った ものの,バ リ ・ラームおよびデ

ヴィ・ラール(バ リ・ラームを追うように して80年

代末に死去 した)の 墓廟で境界的な信仰実践を維持

し続 けている。バ リ・ラームとデヴィ ・ラールは遺

言により,ヒ ンドゥー的な埋葬を望まなかったが,

具体的な埋葬方法には言及 しなかった。そこで,残

された者たちはバ リ・ラームの場合は死体を埋葬 し

てイスラーム的な墓を造営 し,デ ヴィ ・ラールの場
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合 には火葬 には したが遺骨 を火葬 した場所 にそのま

ま置 き,そ の上 にイスラーム的な墓を造営 した。 さ

らに これ らの墓 の頭部 にそれぞれの生前の姿に似せ

た偶像 を置 き,こ れを拝礼す るとい う信仰 の形 を案

出 したので ある。 これ らの廟 には病か らの,14,し,子

授 け,事 業 の成功な どを求めて 日常的に多 くの参拝

者が訪れて いる。その中 にはムス リムの姿 を見 るこ

とも稀で はない。 また これ らの墓廟で は師の昇天 の

日を記念す る年祭 も執 り行われてい る。 ただ し,祭

礼 はイスラーム暦で はな くヒンドゥー暦 で行 われ,

祭 礼の ときに唄われ る宗教歌 もイス ラーム風 ではな

くヒン ドゥー風であ る36)。 このよ うな墓 の造営 と祭

礼 はデヴィ ・ラールの二人 の息子 とマ ンダルの人 び

とが中心 とな って推進 されてい る。彼 らは,こ の信

仰の形を 「プ レーム(愛)・ マールグ」 と,イ ン ド

的な宗教の伝統 に連な る呼び方 で称 するよ うになっ

て いる。

　 さ らに彼 らはババの廟 の ウルスにおいて も中心的

役割を維持 しよ うとしてい る。 この廟 のウルスで は,

秘 儀(バ バの墓 を儀礼 的に洗浄 し,バ バ の新 しい身

体 と しての墓の霊力 の再生 を図る儀礼 でババ の昇天

の刻限 に合わせて墓室 の扉 を閉 じ,廟 の中核的指導

者 たちのみで行 われる)を 誰 が執行す るか,ま たウ

ルスにおいて参拝者 に振 る舞 う無料 の食事 その他の

贈与 の与 え手役 を誰 が担 うのかが,廟 の主導権を握

る上 で決定 的な重要性 を持 っている37)。先 に も述べ

たよ うにニサール らババ のム リッ ドの子孫 たちはウ

ルスの執行権 は握 っている ものの,デ ヴ ィ ・ラール

の子孫 たちに も秘儀へ の立会 いを求 めて いる。 これ

はニサール らか らす れば,バ バ の初期 の教団 のあ り

方 を継承 している ことを内外 に示す ことにつ なが つ

てい る。 デ ヴィ ・ラールの子孫 たちは秘儀 の参加に

はムス リムの強い批判が ある ことは承知 しなが ら,

参 加 を続 けている。 もし秘儀 に参加 しな くなれ ば,

バ リ・ラームやデヴ ィ ・ラールのババへ の信仰が継

承 されない ことにな り,彼 らが師 と仰 ぐ二人の廟で

維持 しよ うとしている信仰 のか たちの正統性 その も

の も失 われる ことになって しま うか らで ある。 また

デ ヴ ィ ・ラールの子孫 たち は,バ リ ・ラームやデ

ヴィ ・ラールのや り方 にな らって,ウ ルスの際 に廟

に参集 する人 びとにムス リム ・ヒン ドゥーの区別な



く食事 を振 る舞 い,祭 礼 でさまざまな役割 を果 たす

人々に さまざまな贈与 を行 ってい る。 これはニサー

ル らと競合 す る行為 であ る。 つま りニサール らとデ

ヴィ ・ラールの子孫 たちは廟 の最重要 の祭礼 におい

ては未 だに中心性 を巡 って争 ってい ることにな る。

ニサールたちはデ ヴィ ・ラール らに対抗 す るとい う

意味 もあ ってか,秘 儀 においてはデヴ ィ ・ラールの

子孫 らもまた他 のムス リム も真似 する ことので きな

い行為 に及 ぶよ うにな っている。 ババの墓 は,他 の

廟同様 に地下 にオ リジナルの墓 を置 き,そ の真上 に

オ リジナルの墓 に似せ て もう一っ の墓 を造 る とい う

二重墓構造 にな って いる38)。 イ ス ラームの伝統 にお

いて も,ま た この廟 でバ リ・ラームやデヴ ィ ・ラー

ル も守 ってきた ことは,墓 の儀礼的洗浄 においては

上 の墓 だけを洗 い,オ リジナルな墓 はあ くまで静誼

を保 っため何 もしないとい うことであ った。 しか し,

ニ サール らはあえて この慣習 を破 り,下 墓で も洗浄

を行 うよ うになって いるのである。 これ も儀礼的 中

心性 をデヴ ィ ・ラール らと争 うが ための行為 と解釈

できるのだが39),こ の行為 に対 して はババ の孫娘 の

一族か らは非 イスラーム的で あるという批判が
,ま

たデヴ ィ ・ラールの子孫か らはこの廟 の伝統 を破 る

ものと して強 い非難が浴 びせ られて いる。 ニサ ール

の廟 の運営や祭礼の執行へ の批判 という点で は,バ

バ の孫娘 の一族 とデヴ ィ ・ラールの子孫 たちは一致

してお り,彼 らは廟 の内外 にお いて協力 しあう姿勢

を見せ るようになって いる40)。

　 ババ の弟子 の子孫 には,デ ヴィ ・ラールの子孫 た

ちの行動 に批判的な者 もいる。 先 にも触れ たように

マ ンギー ・ラールの子孫 たちはバ リ ・ラームを聖者

化す ることに反対で,バ バのみを 自分 たちの師 と仰

いで いる。彼 らはバ リ ・ラームの埋 葬法やその後の

廟 の建設 にも反対 し,バ バの旧居を 自分た ちのババ

へ の敬慕 と信仰を表現 し実践す る場 と して守 り続 け,

バ バの ウル スの際 にも彼 らは廟 には赴 かず ,こ の旧

居で儀礼を執 り行 って いる。

　 またバ リ ・ラームの弟子だ った者 たちの中 にもデ

ヴィ ・ラールの息子 たちの行動 を,信 仰を いたず ら

に 「ヒン ドゥー化」す るもの だ と して批 判 し,バ

リ ・ラームを ヒン ドゥーであ りなが らイスラームの

信仰を守 った聖者 と してあ くまで信仰 しようとす る

者 たちが い る。彼 らはバ リ ・ラームの墓 廟 でイ ス

ラーム暦 に基 づ きイス ラーム風 のウルスを執 り行 っ

てい る。 これに対 してデ ヴィ ・ラールの子孫 らは,

イ ス ラーム風 のウルスを ヒン ドゥーの人 々が行 うこ

とこそ,ヒ ン ドゥー ・ムス リムの断絶 を意識 した行

為 であ って,近 年 の宗教 ナ ショナ リズムの考 え方 に

汚 された もの として批判 している。

　 こうして この廟信仰 の中核的 な弟子 たちの間 には

ヒン ドゥーの側 で三っ,ま たムス リムの側 に も三っ,

合 わせて六 っのグループができ,互 いに自 らの信仰

や行為 の正 しさを主張 しあ う状況 に至 って いる。 そ

こに現 れる対立線 は必ず しも公定的 な ヒン ドゥー ・

ムス リムのアイデ ンテ ィテ ィーの分割線 とは一致 し

ない し,ま た対立 の論理 も宗教 ナシ ョナ リズム的な

論理 と重 な りを見せっっ,し か し基本的 な点で は独

自な論理 が見 られる。次章で は,宗 教 ナ ショナ リズ

ム的 な言説 と廟独 自の信仰の あり方 とのずれを整理

し,小 論 を締 あ くくることに しよう。

N　 結論

　本論で取 り上げたスーフィー聖者廟においてはさ

まざまなかたちで ヒンドゥーともイスラームともっ

かない境界的な信仰実践が維持 され発展 してきてい

る。それは今日,ダ ルガーに参集する一般信者の行

動において最も明確なかたちで見ることができる。

彼 らは生活に根ざした悩みの解決や希望の実現を一

種呪術的な信仰によってかなえようとしており,こ

こでは特定の教義とは無関係の信仰が日々繰 り返 さ

れている。彼 らの拝礼する対象の先 には,あ るいは

大伝統的な神が連なっているかも知れない。 しかし,

彼 らが今そこの場で信仰の対象 としているのは超常

的な霊力をもっ聖者であり,ま たそのイコンとして

の墓なのである。 これは今 日正統的なイスラームと

されている信仰の形からはかなり距離があるもので

あろうし,ま た拝礼の対象 は明らかにヒンドゥー的

な神々とも異なっている。 しかし,参 拝者 はそのよ

うな正統的な教条などは知 らぬげに,ま た自分たち

の社会的 ・公定的なアイデンティティーとも無関係

にこの廟を訪れ,願 いをかなえようとしているので

ある。

　廟信仰の中核的信者のあいだに見 られる信仰は,
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このような日常生活に根ざした信仰とは異なった様

相を示す。またこの部分においては,特 に80年代後

半以降,公 定的な宗教 アイデンテ ィテ ィーの軸 に

沿 った形での信仰のあり方や廟の構成の純化が図ら

れ,境 界的信仰実践は周縁化されっっある。 しか し,

廟の最重要な祭礼においては,ヒ ンドゥーの弟子の

子孫たちがまが りなりにも秘儀に参加 している。ま

たこの廟に関連するたとえばバ リ・ラームの廟やデ

ヴィ・ラールの廟など他の宗教施設においては,境

界的な信仰のあり方が根強 く維持され,信 者を集め

ている。 これ らの廟の信仰の担い手たちは,彼 らの

信仰を 「プレーム ・マールグ」と名づけ,祭 礼をヒ

ンドゥー的な要素を多 く含むものに改変 しようとし

ているが,聖 者の葬送の仕方や廟の構造などを見れ

ば,こ れが公定的な 「ヒンドゥー」教的な信仰の場

とは異なるのは明らかである。 「マールグ」 などの

教派の名づけ方を見ても,こ れは近代以前の信仰の

あり方を意識 し,そ れへの回帰を図ろうとしている

とも解釈できるような動 きである。境界的信仰がい

くら大きな宗教空間からは排除され周縁化されよう

とも,さ まざまなかたちが案出され姿を変えて維持

される状況を見ると,む しろこのような境界的信仰

のあり方が大衆の信仰の姿 としては常態的であって,

教条的な信仰のかたちの方が異常な姿とも見えて く

る。

　いずれにせよ,廟 の内外 に見 られる信仰の形 は

「ヒンドゥー」「ムス リム」の区分を明確にして,宗

教空間やそこでの信仰実践を純粋なアイデ ンティ

ティーに帰一 させようとする近現代の宗教ナショナ

リズム的言説 とは大 きく異なることが確認できる。

その信仰の中核にあるのは,生 活に根ざした信仰で

あり,ま たアイデンティティーの違いを超越する人

格への敬慕の念である。

　現在,廟 の中核的信者の間にはさまざまな対立が

生 じているが,そ の対立線 もまた 「ヒンドゥー」

「ムスリム」 の二元的対立には還元できない。 廟信

仰の中心と周縁にどちらかが一意で振 り分けられる

というvan　 der　 Veerら のスーフィー聖者廟信仰

の図式もここではあてはまらない。 ヒンドゥーの高

弟の子孫たちは今でも廟信仰の最 も重要な祭礼にお

いて中心的役割を果たしている一方,廟 信仰の周縁
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的な部分にも多数のヒンドゥーが参加 している。ま

たムス リムもヒンドゥーも必ず しも一枚岩ではなく,

廟の信仰のあり方,弟 子と師の関係のあり方などを

めぐって複雑な対立関係を見せている。廟信仰の中

核的な人々が形成 している六っのグループは,基 本

的にヒンドゥーはヒンドゥーのみ,ム ス リムはムス

リムのみか ら構成されている。 しかし,た とえばデ

ヴィ・ラールの子孫たちとババの孫娘の一族のよう

にニサールらとの対立においては互いに友好的な関

係 を形成 しようと してい る場面 も見 られ,ヒ ン

ドゥーとムスリムとは互いに乗 り越えられない分裂

線で分かたれているというわけでもないのである。

これは,廟 信仰の中核的信者の間にみられる対立が,

信者が ヒンドゥーなのかムスリムなのかというアィ

デンティティーの違いに根 ざしたものではなく,基

本的に廟固有の問題 すなわち師からの愛の深さや

師によせる敬慕の念の深 さの争いやそれに基づいた

廟の管理運営や祭礼の執行権の争いに根ざしたもの

として捉え られているからである。

　対立するグループ同士が互いに他を批判する局面

では,確 かに宗教ナショナ リズム的言説が用いられ

ることもある。ニサールらが管理運営権を奪取 した

際の論拠や,バ リ・ラームの弟子たちがバ リ・ラー

ムに対する信仰実践のあり方をめぐって互いに批判

をする際の相手の位置づけなどに,そ れは明 らかに

現れている。 しかし,こ れはむしろ自分たちの目的

を達するための手段 として社会的に優勢 となってい

る言説を用いているという側面が強 く,必 ず しも彼

らが宗教ナショナ リズム的な言説を全面的に内面化

しているというわけではない41)。もちろん このよう

な言説が廟信仰の空間に持ち込まれたことは,や が

てこの廟が宗教ナショナ リズム的言説に完全に支配

されてゆくプロセスの始まりとも見 られなくはない。

しか し,当 面のところは境界的宗教実践 も根強 く維

持されており,今 後の趨勢については明確な見通し

は得 られない。むしろここでは支配的な言説を自ら

の優位性を確保するために手段的に用いるという点

に,生 活世界に近い信仰の場を担 う人々のしたたか

さに注意をはらっておきたい。

　本論を通 じて,生 活に根ざした信仰,ま た聖者へ

の人格的な信仰 という局面では二項対立的な 「ピン
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ドゥー」 「イスラーム」 という宗教観では十分な理

解が行 き届 かないことが明らかとなった。そこでは

イデオロギー的な対立ではなく,「 ヒンドゥー」 と

も 「イスラーム」ともっかない境界的な信仰のかた

ちが常態なのであり,こ のような信仰実践は宗教ナ

ショナリズム的な言説が支配的になっている今日に

おいて も根強 く維持されているのである。

　 しかし,本 論の前半で も述べたようにスーフィー

聖者廟,と りわけその信仰が ヒンドゥーにとっても

っ意味,に 関する人類学的な研究はまだ緒にっいた

ばか りである。本論 では全 く触れることがで きな

かったが,メ ーワー ル地方だ けに限 って も ヒン

ドゥーが中核的な弟子となって廟に関わっている事

例は他にいくつも確認できている42)。このような宗

教空間で展開する信仰のあり方やそこでの社会関係

を現場での信仰のダイナミズムに即 して明 らかにす

ることは,今 後人類学が大きく貢献できる課題の一

つであろう。スーフィー聖者廟信仰 にとどまらず,

比較によって境界的な信仰の実態43)を解明すること

も今後の南 アジア宗教研究には大 きな意義を持っ課

題と考える。それがイデオロギー的な宗教の理解を

超えて南 アジアの人々の宗教をより多角的に理解す

るための重要な手がかりとなるに違いない。
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　バの生涯の大まかな筋は両書は一致しているが,バ バ

　 の法統などにっいては後者の方がより詳しい。 これは

　 Sawanah　 Amriiの 筆者たちがババを単なるイスラー

　 ムの聖者ではなく,イ スラームとヒンドゥーの両方に

　 またがる宗教家として捉えていたためにムス リムとし

　ての法統を重視 しなかったという事情があると思われ

　 る。Sawanah　 Amriiで はババの出家の理由を失恋に

　 よるものとするのに対して,Shahansha　 Mewarで は

　 スーフィーの真理を求めるという動機だけが強調され

　ており,後 者のババの描 き方はより聖者 らしくなって

　 いる。このほか,両 書の間では,バ バの奇跡譚 にさま

　 ざまな違いが見られる。両者の詳細な比較 とその背景

　 に関 しては,別 稿でより詳 しく究明したい。この論考

　では,バ バの法統などを明らかにするために,基 本的

　 にはShahansha　 Mewarを 踏 まえて生涯を記述 して

　 いる。

25)伝 統 的に食肉の加工や販売をする血縁集団で,ム

　ス リム社会における地位は高 くない。

26)彼 のそれまでの名はアブ ドゥル ・ラジャク(Ab-

　 dul　Rajak)で あった。スーフィー聖者としての正式

　な名はVilayad　 Ali　Shahで あ り,　Diwarla　 Shahは

　 自らがっけた通称名であるが,後 者の名の方が人口に

　謄褒 している。Babaは メーワール地方などでスー

　 フィー聖者に対 してっけられる尊称である。一般には

　 Baba　 Diwana　 Shahと い う名称が最も定着している

　ので,本 論ではこの名を用いる。

27)　 ス ーフィズムの一般的な教えを与え,弟 子を慈愛

　によって庇護する師はpirと 呼ばれるが,さ らに進ん

　で神秘主義的な体験を成就するには別の師が必要とさ

　れ る。こち らの師 はmurshidと 呼 ばれ る。　Pirと

　murshidは 別 の法統 に属 していて もか まわない。

　Mehbub　 Ali　ShahはChishti派 であった。ババの場

　合,神 秘主義的な体験はRifa'i派 の師によって成就さ

　れたので,彼 の法統はRifa'i派 ということになる。

　Rifa'i派 は南アジアにおいては大きな勢力にはなって

　いない。グジャラート州のスーラトに同派の大 きな廟

　があり,こ こが南アジアにおける法統の本拠とされる

　が(van　 der　Veer　l992参 照),バ バの廟とこの廟 と

　の間で人的な交流や贈与交換(特 に年祭における旗や

　墓を覆 う布の贈与)な どは行われていないという。

　Rifa'i派 は剣を頬や舌,腕 などに刺 しても血を流さな

　いという奇跡を修行者が演じてみせることで有名であ

　るが,バ バの廟でも年祭の際にこのパフォーマンスは

　行われていた。ただしババがこのような奇跡を見せて

　いたという証言は得られていない。

28)　 神秘体験の成就はヒジュラ暦1329年 ジュマータル

　アウリル(Jumad　 al　Awal)月19日 目(西 暦1911年

14　 歴 史 学 研 究 　 第809号

　 5月18日)に 成 し遂げられたという。Shahansha　 Me-

　 war,　p.15.

29)　 Vidal,　D.1997:197-199.

30)　 Copland,1.2005:45　 ff.

31)　 2000年8月 のムリッドの子孫 とのイ ンタビュー。

　 なお三尾,2002:631-632も 参照。

32)州 ごとに組織され,州 内の聖者廟やマスジッドな

　 どのイスラームの公共財を管理 している。 しか し,ワ

　 クフ ・ボー一ドが管理するのはその公共財の現場におけ

　 る管理運営が不安定なもののみに限定されている。個

　人や私的な トラス トが安定的な管理運営を続けている

　限りはワクフ・ボー ドは介入 しない。

33)Mann,　 E.A.1992.ま たCurrie,　P.M.1992参 照。

34)2003年 末に州政権は再びインド人民党に代わった。

　それに伴ってワクフ・ボー ドも代わり,ニ サールらに

　対立するグループが新 しいワクフ委員会に任命された。

　 しかしニサールらはその手続 きに不備があったとして

　訴訟を起 こし,2005年 春 に勝訴,今 のところはニサー

　ルらが公的には管理運営権の正統な保持者と認められ

　ている。

35)　 ニサールらがワクフ委員会に戻ると,バ バの孫娘

　の一族が廟内に住みっ くことに強い反対運動を起こし,

　 2005年 初頭に廟内の居室から強制的に排除 してしまっ

　た。ババの孫娘の一族は,現 在は廟近辺の民家を借り,

　 ここを根拠地にしている。

36)注 の13で も触れたが,20世 紀 前半のヒンドゥー的

　慣習の標準化の結果,ヒ ンドゥーは現在では稀な例外

　を除いてカース トや地域の別なく死後は火葬する。例

　外はナー ト派の聖者であるがこの場合の埋葬方法とバ

　 リ・ラームたちの埋葬方法,特 に墓の形は全 く異なる。

　またヒンドゥーの聖者の場合,昇 天を記念するような

　祭礼が行われることはない。詳 しくは,三 尾,2002

　 を参照されたい。

37)Mio,2004.ま た三尾,1998,2002な どを参照され

　たい。

38)　 オ リジナルな墓の静譲を守るためと説明される。

　スーフィー聖者のみならずムスリムの貴人や聖者の墓

　ではしばしばこの構造が見られる。

39)下 墓の洗浄は,あ えて慣習を無視 してで もババに

　対する敬慕を示そうとしていると考えられる。この行

　為をニサールらだけが行うとすれば,バ バへの敬慕と

　いう点で他か ら突出 した存在になりうるからである。

　Mio,2004参 照。

40)　 デ ヴィ・ラールの子孫 らはババの孫娘の息子の宗

　教的権威を認めようとはしないが,バ バの血縁者 とし

　て相応の敬意をはらっており,ニ サールらがこの一族

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (37頁へ続 く)



(14頁 より続く)

　 を廟から強制排除した際にはこれに強く反対 した。ま

　 たウルスの際にはババの孫娘の一族は しば しばデ

　　ヴィ ・ラールの子孫の宿泊所を訪れ親交を温めている。

41)特 にデヴィ・ラールの子孫たちは宗教ナショナ リ

　 ズムが要請する主体化をあえて拒むことによって自ら

　 の境界的宗教実践を維持 しようとしていると考えられ

　　る。この点の考察の詳細については,三 尾,2002を

　 参照されたい。

42)　 メーワール地方の中心都市ウダイプルにある二っ

　 の聖者廟,マ スタン。ババ(Mastan　 Baba)廟 やバ

　 バ ・ハズラット・アブドゥル ・シャクル ・シャヒー

　 ド ・ナ ー ズ(Baba　 Hazrat　 Abdul　 Shakur　 Shahid

　 Naz)廟,あ る い はバ バ ・デ ィ ワナ ・シ ャーが 師 と し

　 た デ ヴ ガ ル の メ ヘ ブ ー ブ ・ア リ ・シ ャー廟,メ ー ワ ー

　 ル地 方 の ヒ ン ドゥー の有 名 な寺 院 サ マ リア ジー の近 く

　 に あ る セ ラ ニ ・バ バ 　(Sailani　 Baba)廟 な ど は そ の

　 代 表 で あ る。 こ れ ら の廟 を 含 め た メ ー ワ ー ル 地 方 の

　 ス ー フ ィー聖 者 廟 や そ れ に関 連 す る宗 教 空 間 にお け る

　 境 界 的 信 仰 実 践 の特 徴 につ い て は稿 を改 めて 総 合 的 に

　 記 述 ・分 析 す るべ く準 備 を進 め て い る。

43)全 イ ン ド的 な 視 野 で 境 界 的 信 仰 実 践 に つ い て の紹

　 介 を行 っ て い る近 年 の文 献 と して は,Sikand,2003

　 が あ る。
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